
こちらのHIV検査場はすべて無料・匿名です 大阪府版（2018年11月23日現在）

中保健センター ◉
東大阪市岩田町4-3-22-300　☎072-965-6411

［ 東大阪市 ］

東保健センター ◉
東大阪市南四条町1-1　☎072-982-2603

西保健センター ◉
東大阪市高井田元町2-8-27　☎06-6788-0085

第2・4月曜日／9時30分～11時

第1・3金曜日／9時30分～11時

第2・4水曜日／9時30分～11時

淀川区保健福祉センター ◉
大阪市淀川区十三東2-3-3　☎06-6308-9882

北区保健福祉センター ◉
大阪市北区扇町2-1-27　☎06-6313-9882

［ 大阪市 ］

中央区保健福祉センター 
大阪市中央区久太郎町1-2-27　☎06-6267-9882

chotCAST
大阪市中央区東心斎橋1-7-30 21心斎橋ビル4階
火・木・土曜日／☎06-4708-5035
日曜日／☎06-4708-5339
※いずれも検査実施時間帯のみ。

大阪検査相談・
啓発・支援センター

月曜日／14時～15時30分
火曜日／9時30分～11時

火・木曜日／18時～20時（先着50名）
ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎
土・日曜日★／14時～15時30分（先着50名）
ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎 
※土曜日は12時40分に整理券を配布。
　日曜日のみ事前予約制→
　（スマホ）http://www.npo-jhc.com/namba-kensa/
　（フューチャーホン）
　 http://www.npo-jhc.com/namba-kensa/m

月・金曜日／9時30分～11時
水曜日／14時～15時30分
第5金曜日／18時～20時
火・水・木◉／9時30分～11時
第１金曜日★（HIVのみ）／14時～15時

西成区保健福祉センター 
大阪市西成区岸里1-5-20　☎０６-６６５９-９882

　　　　　 12/5（水）★／
　　　　　 17時30分～19時
臨時検査日
ＨＩＶのみ

［ 堺市 ］

第1水曜日／13時30分～15時30分ちぬが丘保健センター ◉
堺市堺区協和町3-128-4　☎072-241-6484

第4木曜日／13時30分～15時30分美原保健センター ◉
堺市美原区黒山782-11　☎072-362-8681

中保健センター ◉
堺市中区深井沢町2470-7（中区役所内） ☎072-270-8100

第4火曜日／9時～11時東保健センター ◉
堺市東区日置荘原寺町195-1（東区役所内） ☎072-287-8120

西保健センター ◉
堺市西区鳳南町4-444-1（鳳保健文化センター内） ☎072-271-2012

第3水曜日／9時～11時南保健センター ◉
堺市南区桃山台1-1-1（南区役所内）  ☎072-293-1222

第2火曜日／9時～11時北保健センター ◉
堺市北区新金岡町5-1-4（北区役所内）  ☎072-258-6600

堺保健センター ◉
堺市堺区甲斐町東3-2-6（保健医療センター内） ☎072-238-0123

第2木曜日／9時～11時

さかいサンサンサイト ★
堺市堺区田出井町2-1サンスクエア堺B棟地下1階　第5会議室
☎072-222-9933

第1土曜日／10時30分～12時（先着20名）

堺市保健所（夜間検査）
堺市堺区田出井町2-1サンスクエア堺B棟地下1階　第5会議室
☎072-222-9933

奇数月・第3水曜日／
18時30分～20時（先着20名）

堺市保健所（平日即日検査） ★
堺市堺区甲斐町東3-2-6（保健医療センター内）  ☎072-222-9933

偶数月・第4木曜日/10時～11時（先着20名）

第1火曜日／9時～11時

第3月曜日／9時～11時

［ 堺市 ］
［ 枚方市 ］

［ 八尾市 ］

毎週火曜日／10時～11時30分枚方市保健所 ◉
枚方市大垣内町2-2-2　☎072-807-7625

高槻市保健所 ◉
高槻市城東町5-7　☎072-661-9332

［ 高槻市 ］

［ 豊中市 ］

第1火曜日・第3木曜日／13時～14時豊中市保健所 ★
豊中市中桜塚4-11-1　☎06-6152-7316

［ 大阪府 ］

第1・2火曜日／13時30分～14時30分池田保健所 ◉
池田市満寿美町3-19　☎072-751-2990

吹田保健所 ◉
吹田市出口町19-3　☎06-6339-2225

第1・3水曜日／9時30分～10時30分
平成30年10月から平成31年3月の期間、保健所内工事のため、
検査を実施しない場合がありますので、必ず、事前に
お問い合わせください。

第2・3・4金曜日／9時30分～10時30分

寝屋川保健所 ◉
寝屋川市八坂町28-3　☎０７２-８２９-７７７３

第2・4月曜日／10時～11時守口保健所 ◉
守口市京阪本通2-5-5（守口市庁舎8階） ☎０６-６９９３-３１３３

第1・3水曜日／13時30分～14時30分富田林保健所 ◉
富田林市寿町3-1-35　☎０７２１-２３-２６８３

和泉保健所 ◉
和泉市府中町6-12-3　☎0725-41-1342

第1・3火曜日／13時30分～14時30分岸和田保健所 ◉
岸和田市野田町3-13-1　☎072-422-6077

第1・2・4木曜日／13時～14時茨木保健所 ★
茨木市大住町8-11　☎072-624-4668

第1・3月曜日／9時30分～10時30分四條畷保健所 ★
四條畷市江瀬美町1-16　☎072-878-1021

毎週水曜日／9時30分～10時30分
※1月1週目は実施がありません。

藤井寺保健所 ★
藤井寺市藤井寺1-8-36　☎072-955-4181

第1・3月曜日／13時～14時泉佐野保健所 ★
泉佐野市上瓦屋583-1　☎072-462-7703

第2・4水曜日／9時30分～11時

◉ HIV検査と同時にクラミジア及び梅毒の検査も無料で出来る施設です。
★ 即日検査できる施設です。

マークの説明

＊通常の検査では一週間、即日検査はその日のうちに結果がわかります。

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

毎週金曜日／9時30分～10時30分

エイズの知識を深め、HIV検査に行ってみませんか? 以下の検査施設では、無料・匿名で
ＨＩＶ検査を受ける事ができます。検査日時については各保健所へ直接ご確認ください。 
＊道順等の詳細についても、各保健所等へ直接お問い合わせください。

12月1日は「世界エイズデー」です。

エイズ、性感染症について、気軽にご相談ください！
HIV陽性とわかった時、またエイズや性感染症について相談したり、情報が欲しい時、
大阪には相談できるサービスや支援があります。気軽にお問い合わせください。

HIV陽性とわかって間もない方

HIV陽性のゲイ・バイセクシャル男性

エイズに関する様々な相談をしたい方

ひよっこクラブ
HIV陽性とわかって間もない人のための

グループミーティング

HIV陽性とわかって間もない人同士が集い、安心できる
場所で情報や体験を話したり聞いたりする事で、これから
の生活のより良いスタートにつなげていくプログラムです。

 http: //www.hiyokkoclub.com /

エイズに関するご相談を電話で受け付けていま
す。｠お気軽にご連絡ください。　

エイズ予防財団
月曜～金曜／10：00～13：00、14：00～17：00（祝日は除く）

0120-177-812（無料）
※携帯電話からは、0 3-5259-1815まで（有料）

Cafe・Bar an opportunity
～ただのきっかけ～

HIV陽性のゲイ・バイセクシュアル男性がふらっと立ち寄れ
る場所。谷町6丁目駅から徒歩3分のところにあるお店で、
毎月第二日曜日14時～18時に開催しています。
注：月曜日が祝日の場合には第三日曜日

http://www60.atwiki.jp/anopportunity/詳細はこちら

ＨＩＶ・梅毒

第2・4木曜日／9時30分～10時30分八尾市保健所 ◉
八尾市清水町1-2-5　☎072-994-6644（感染症担当）

ＨＩＶ・梅毒

木曜～日曜／17:00～22:00　月曜～水曜 休み
06-6361-9300

http: //www.dista.osaka/WEBサイトが
新しくなります！

住所：大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

MAP

HIV検査や性感染症などに不安がある方

性感染症について知りたい、相談や心配事がある、
そんな方はご相談ください。お話をお聞きし、一緒に
考えるお手伝いをします。電話相談と対面相談を行
っています。相談員にはゲイの人もいて安心です。

HIV prevention update project「U=U」PROJECTについて
コミュニティセンターｄｉｓｔａ／ＭＡＳＨ大阪では、世界中で広がりつつあるHIVとの
新たな向き合い方「U=U(Undetectable=Untransmittable)：検出限界以下 =
ほぼ感染しない」を、コミュニティセンターを拠点としたリアリティあるメッセージに
置き換え発信する、予防啓発プログラム「HIV prevention update project 
U=U PROJECT」を2018 年 11月より始動します。

コミュニティ センター ディスタ

community center
dista

HIV prevention update project
「U=U」PROJECT Exhibition

2018年11月17日 (土) ～12月16日(日)
17:00 - 22:00　木・金・土・日曜日 開館　入場無料

※11/30（金）は他イベント開催のため観覧できません。

淫画～田亀源五郎 個展

日本のゲイ・エロティック・アート
史を90年代より牽引し、近年は、
漫画「弟の夫」がドラマ化されるな
ど幅広い層より支持がある田亀源
五郎氏の個展を開催しております。
特にハードなエロや、体毛まで細
やかに描かれる「熊系」男性ヌード
の作品群に囲まれる衝撃的な鑑賞
体験を創出します。この機会に是
非ご来場ください。

この資材は大阪市のMSM向け
HIV予防啓発広報誌作成事業で制作されました。

発行：MASH大阪
〒530-0027 大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

☎＆　 06-6361-9300
http://www.mash-osaka.com/
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エ
イ
ズ
対
策
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち

研
究
室
で
H
I
V
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら

社
会
の
中
の
H
I
V
と
向
き
合
う

も
う
す
ぐ
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
日
本
エ
イ
ズ
学
会
の
学
会
長
を

務
め
て
お
ら
れ
る
白
阪
琢
磨
先
生
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

日
本
エ
イ
ズ
学
会
会
長

 

白
阪
琢
磨
さ
ん

日
本
エ
イ
ズ
学
会
会
長

 

白
阪
琢
磨
さ
ん
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療
セ
ン
タ
ー
の
H
I
V
担
当
医
長

と
な
り
H
I
V
/
A
I
D
S
先
端

医
療
開
発
セ
ン
タ
ー
長
と
な
り
、

今
に
至
り
ま
す
。

M
：
先
生
の
目
か
ら
み
た
、
H
I
V

診
療
の
現
状
は
？

白
阪
：
薬
剤
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、

一
日
一
錠
の
服
薬
で
済
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
飲
み
忘
れ
か
ら
生

じ
る
薬
剤
耐
性
を
持
つ
ウ
イ
ル
ス

も
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
毎
日

薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
シ

ン
ド
さ
を
緩
和
す
る
た
め
に
注
射

薬
が
開
発
中
で
、
承
認
も
近
い
と

思
い
ま
す
。
承
認
さ
れ
る
と
、
二

箇
月
に
一
回
、
通
院
す
る
だ
け
で

済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

社
会
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
変
わ
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
H
I
V

を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
言
い
づ
ら

さ
が
一
つ
、
も
う
一
つ
は
長
期
療

養
施
設
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い

点
で
す
。

M
：
十
二
月
初
旬
に
大
阪
で
開
か

れ
る
エ
イ
ズ
学
会
を
率
い
る
立
場

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
…
…

白
阪
：
十
二
月
二
日
〜
四
日
の
学

術
集
会
（
国
際
会
議
場
）
に
さ
き

が
け
て
、
一
日
・
二
日
に
中
之
島

の
中
央
公
会
堂
で
市
民
に
向
け
た

啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

社
会
全
体
が
ウ
イ
ル
ス
の
一
つ
と

し
て
フ
ツ
ー
に
向
き
合
え
る
よ
う
、

市
民
の
方
々
に
訴
え
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
も
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

M
：
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

数
学
の
道
を
、
と
約
束
し
た
。
で
も

受
か
り
、
医
学
の
道
を
歩
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

M
：
は
じ
め
か
ら
H
I
V
診
療
に
？

白
阪
：
い
え
、
肺
が
ん
の
専
門
医
を

目
指
し
、
大
学
で
の
研
究
テ
ー
マ
は

免
疫
療
法
だ
っ
た
。
八
十
年
代
の
後

半
、
米
国
に
留
学
に
行
く
際
、
選
択

肢
が
二
つ
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
肺
が

ん
研
究
を
続
け
る
か
、
そ
れ
と
も
当

時
「
大
変
な
病
気
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
エ
イ
ズ
に
取
り
組
む
か
。

決
め
手
に
な
っ
た
の
は
満
屋
裕
明
先

生
。
先
生
は
私
の
恩
師
の
高
弟
に
あ

た
り
、
当
時
米
国
国
立
衛
生
研
究
所

の
が
ん
研
究
所
の
チ
ー
フ
で
、
世
界

初
の
H
I
V
治
療
薬
を
開
発
す
る
な

ど
、
臨
床
研
究
で
輝
か
し
い
成
果
を

あ
げ
て
お
ら
れ
た
。
そ
ん
な
人
の
も

と
で
研
究
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

ま
さ
っ
た
ん
で
す
ね
。

M
：
満
屋
先
生
を
し
た
っ
て
米
国

に
渡
ら
れ
た
？

白
阪
：
そ
う
。
今
で
も
は
っ
き
り
覚

え
て
い
ま
す
。
ダ
ラ
ス
空
港
で
出

迎
え
て
く
れ
た
先
生
に
そ
の
足
で

研
究
室
に
連
れ
て
い
か
れ
、
夜
十
時

ま
で
み
っ
ち
り
研
究
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
米
国
で
の
研
究
環
境
の
厳
し

さ
、
成
果
を
出
す
こ
と
へ
の
要
求
の

高
さ
を
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。
結

局
米
国
に
は
五
年
半
滞
在
し
、
満
屋

先
生
の
も
と
で
基
礎
的
臨
床
研
究
、

特
に
抗
H
I
V
薬
の
開
発
と
薬
剤
耐

性
の
研
究
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

M
：
帰
国
さ
れ
て
す
ぐ
H
I
V
診

療
に
携
わ
る
こ
と
に
？

白
阪
：
い
え
、
米
国
で
は
ず
っ
と
研

究
室
に
い
た
の
で
、
H
I
V
を
め
ぐ

る
患
者
・
感
染
者
の
方
た
ち
の
状
況
、

特
に
日
本
で
の
社
会
の
状
況
に
つ
い

て
は
何
も
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、
い
き
な
り
H
I
V
診
療
に

関
わ
る
に
は
不
安
も
あ
り
、
ま
ず
結

核
診
療
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

か
つ
て
の
同
級
生
だ
っ
た
松
浦
先
生

（
南
界
堂
通
信
第
十
七
号
の
こ
の
コ

ー
ナ
ー
に
登
場
）
に
話
を
聞
き
、
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
N
G
O
（
H
I
V

と
人
権
・
情
報
セ
ン
タ
ー
）
の
ス
タ

ッ
フ
の
方
た
ち
と
も
知
り
合
い
ま
し

た
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
看
護
師
の
方

た
ち
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
フ
ツ
ー
に

H
I
V
と
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
て
、

「
あ
、
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」
と
思
っ

た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

の
後
は
、
松
浦
先
生
ら
と
と
も
に

H
I
V
医
療
に
携
わ
る
者
た
ち
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
関
西
臨
床
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で
得
た

知
見
を
も
と
に
H
I
V
医
療
の
改
善

案
を
厚
生
省
（
当
時
）
に
提
示
し
、

迅
速
な
対
応
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
の
拠
点
病
院
で
あ
る
国
立
大
阪
医

M
A
S
H
大
阪（
以
下
M
）：
先
生

は
日
本
の
エ
イ
ズ
対
策
と
い
う
分
野

で
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院（
国
立
大
阪

医
療
セ
ン
タ
ー
）の
エ
イ
ズ
診
療
を

率
い
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
公
益
財
団

法
人
エ
イ
ズ
予
防
財
団
の
理
事
長
、

も
う
す
ぐ
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
第
三

十
二
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
の
学
会
長

な
ど
要
職
を
兼
務
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
先
生
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
に
か
か
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

白
阪
：
昔
の
話
で
す
が
、
中
学
時
代
、

盲
腸
（
虫
垂
炎
）
を
誤
診
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
て
医
者
に
は
不
信
感
が
あ

っ
て
（
笑
）、
数
学
者
に
な
る
の
が

夢
で
し
た
。
で
も
親
か
ら
は
「
医
学

部
に
行
け
」。
話
合
い
の
末
、
一
回

だ
け
ト
ラ
イ
し
て
、
駄
目
だ
っ
た
ら

1面 8面南 界 堂 通 信 南 界 堂 通 信［ 冬 号 ］ 2018年 11月23日発行 ［ 冬 号 ］ 2018年 11月23日発行



ア
ラ
フ
ォ
ー
か
ら
ア
ラ
カ
ン
世
代
の
皆
さ
ま
、

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
！ 

皆
さ
ま
世
代
の「
あ
る
あ
る
」「
ド
キ
ッ
！
」

「
ア
ラ
や
だ
ー
…
」を
同
世
代
の
作
家
さ
ん
た
ち
が

４
コ
マ
漫
画
で
つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

初
回
は
ば
ん
じ
ゃ
く
さ
ん
！

P2-3

食
事
し
た
場
合
、
な
ど
に
感
染
し
ま

す
。
セ
ッ
ク
ス
、
ト
イ
レ
、
食
事
の

前
後
に
、
し
っ
か
り
と
石
鹸
と
流
水

で
洗
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
症

状
が
出
る
前
、
回
復
し
た
後
も
便
か
ら

ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

自
覚
症
状
が
な
く
と
も
感
染
さ
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
例
年
一
〇

〇-

三
〇
〇
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
九
月
の
時
点
で
す
で
に
七

〇
〇
例
を
超
え
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は

流
行
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
A
型
肝
炎
は
食
べ
物
や
飲
み
水

な
ど
も
感
染
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
一
部

の
A
型
肝
炎
流
行
国
へ
の
旅
行
中
に
生

水
や
氷
を
避
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
大
規
模
な
プ
ラ
イ
ド
系
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
合
わ
せ
て
A
型
肝
炎
が
流
行

す
る
と
い
う
事
例
も
実
際
に
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
予
防
策
を
考
え
た
上
で
参

加
す
る
事
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　

で
は
、
A
型
肝
炎
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
？ 

い
ち
ば
ん
の
お
ス
ス
メ
は
予

防
接
種（
ワ
ク
チ
ン
）で
す
。
約
半

年
間
か
け
て
三
回
の
A
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
を
打
つ
こ
と
で
、
五
年
以
上
の

　

A
型
肝
炎
に
な
る
と
肝
臓
に
炎
症
が

起
き
ま
す
。
高
熱
、
腹
痛
、
食
欲
不
振
、

ひ
ど
い
だ
る
さ（
倦
怠
感
）が
起
き
た

り
、
体
が
黄
色
く
な
っ
た
り（
黄
疸
）、

尿
の
色
が
濃
く
な
っ
た
り
、
便
が
白
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
A
型
肝
炎
に
感

染
し
て
か
ら
一
カ
月
前
後（
二-

七
週

間
）経
っ
た
こ
ろ
に
、
風
邪
の
よ
う

な
症
状
で
始
ま
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
症
状
が
重
い
場
合
に
は
一
カ
月

ほ
ど
の
入
院
を
要
し
、
そ
の
間
は
職

場
や
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
A
型
肝
炎
に
は
特
効
薬
が
な

く
、
じ
っ
と
横
に
な
り
良
く
な
る
の

を
待
つ「
安
静
」が
一
番
の
治
療
だ

か
ら
で
す
。
元
気
に
回
復
す
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
中
に
は
重
症

に
な
り
、
命
を
落
と
す
方
も
あ
り
ま

す
。

　

A
型
肝
炎
は
性
感
染
症
の
ひ
と
つ

で
、
便
に
あ
る
A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
、

口
か
ら
入
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
過

去
に
は
オ
ラ
ン
ダ
で
の
ユ
ー
ロ
プ
ラ
イ

ド
後
に
、
E
U
十
五
か
国
で
大
流
行
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ラ
ル

セ
ッ
ク
ス（
ケ
ツ
ナ
メ
、
フ
ェ
ラ
な

ど
）、
シ
ャ
ワ
浣
の
器
具
の
共
有
、

セ
ッ
ク
ス
の
後
に
手
を
洗
わ
ず
に

予
防
効
果
が

あ
り
ま
す
。

保
険
適
応
外

の
た
め
一
回

五
千
〜
一
万

円
の
お
金
は

か
か
り
ま
す

が
、
長
期
間

の
入
院
や
、

命
の
危
険
を

避
け
る
た
め

に
、
と
て
も
有
効
で
す
。
関
西
に
も
、

ワ
ク
チ
ン
を
打
て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
病

院
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ワ
ク
チ

ン
を
打
っ
て
、
ぜ
ひ
A
型
肝
炎
の
心
配

の
な
い
生
活
や
旅
行
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
！

 

い
ま
大
阪
の
ゲ
イ
男
性
の
間
で
A
型
肝
炎
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

A
型
肝
炎
は
肝
臓
の
病
気
の
ひ
と
つ
で
、
A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
口
か
ら
入
る
こ
と
で

感
染（
経
口
感
染
）し
ま
す
。
今
回
は
、
A
型
肝
炎
に
な
る
と
ど
ん
な
症
状
が
出
る
の
か
、

ま
た
ど
う
し
た
ら
予
防
で
き
る
か
を
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
型
肝
炎
に
要
注
意
！ 

予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
を
!!

（
独
）国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー

き　
　
　

し

来
住 

知
美

◉A 型肝炎ワクチンを打てる
　医療機関リストはこちらから

厚生労働省検疫所
FORTH

日本渡航医学会
トラベルクリニックリスト
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い
」↓
③「
税
金
投
入（
施
策
）の
必

要
性
が
な
い
」

と
い
う
二
段
階
の
論
法
に
な
っ
て
お

り
、
本
来
、
子
を
生
み
育
て
る
こ
と

（
再
生
産
）と
働
き
稼
ぐ
こ
と（
生
産
）

は
、
別
個
の
概
念
な
の
に（
子
育
て
と

仕
事
の
両
立（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
）は
大
変
。
つ
ま
り
、
時
に
相

反
も
す
る
。）、
両
者
を
あ
え
て
混
同

し
た
上
で
、「
①
だ
か
ら
②
」と
、「
②

だ
か
ら
③
」と
、
二
段
階
を
直
結
さ
せ

て
し
ま
っ
て
い
る（
あ
え
て
混
同
/
直

結
し
て
い
る
の
は
、
確
信
犯
で「
罠
」

な
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、「
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
だ
っ
て
生
産
性
も
あ
る
」と

か
言
い
返
す
と
、
罠
に
は
ま
る
事

に
･
･
･
。）

　

①
自
体
は
、（
レ
ズ
ビ
ア
ン
マ
ザ
ー

と
か
出
て
来
て
い
る
と
は
い
え
）現

状
の
マ
ス
と
し
て
は
、
一
定
真
実
で

す
。
だ
か
ら
、
擁
護
論（
ナ
ジ
ャ
さ

ん
と
か
）も
出
て
来
る
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も「
①
↓
②
」

は
、
再
生
産
と
生
産
を
混
同
し
て

い
る
点
で
お
か
し
い
で
す
し（
辞
職

し
た
厚
労
大
臣
の「
女
は
生
む
機

械
」発
言
を
想
起
さ
せ
ま
す
ね
）、

更
に
、「
②
↓
③
」（
生
産
性
が
な
け

れ
ば
施
策
の
必
要
性
は
な
い
）の
論

法
の
あ
ま
り
の
ヒ
ド
さ
に
、
幅
広
い

批
判
が
集
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

当
事
者
内
の
意
見
分
布
と
は
別
に
、

世
論
調
査
で
は
、
八
割
以
上
の
人
が

「
杉
田
氏
の
考
え
方
は
問
題
が
あ
る
」

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す（
Ｊ
Ｎ
Ｎ

の
八
月
の
調
査
。「
非
常
に
問
題
が
あ

る
」が
五
十
二
％
、「
あ
る
程
度
問
題
が

あ
る
」が
三
十
一
％
）。
そ
れ
は
、①
の

問
題
の
と
ら
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
と

し
て
も
、「
②
↓
③
」に
は
多
く
の
人

が
違
和
感
を
抱
い
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
女
性
、
障
害
者
、
高

齢
者
･
･
･ 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
外

に
共
感
の
広
が
り
の
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。 

　

も
っ
と
も
、①
自
体
は
、
人
口
減

少
・
高
齢
化
の
日
本
で
は
、
今
後
焦

点
が
当
た
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す（
家
族
の
問
題
と
か
）。

次
号
で
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
め
ぐ

る
裁
判
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。（
大
畑
）

い
ま
す
。

　

男
性
同
性
愛
の
近
代
史
の
研
究

者
の
前
川
直
哉
さ
ん
も
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で「
自
分
は
ゲ
イ
だ
け
ど

差
別
さ
れ
て
な
い
」と
発
言
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
自
分
の
幸
せ
を
語
る

こ
と
で
、
現
に
差
別
さ
れ
て
い
る
人

の
問
題
を
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
一
種
の
差

別
行
為
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起

し
て
い
ま
す（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）。

　

個
人
的
に
思
う
の
は
、
当
の
一
番

問
題
に
な
っ
た
箇
所
を
正
確
に
抜

き
書
き
し
ま
す
と
、

「
子
育
て
支
援
や
子
供
が
で
き
な
い

カ
ッ
プ
ル
へ
の
不
妊
治
療
に
税
金
を
使

う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
少
子
化
対
策

の
た
め
に
お
金
を
使
う
と
い
う
大
義
名

分
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
L
G
B
T

の
カ
ッ
プ
ル
の
た
め
に
税
金
を
使
う
こ

と
に
賛
同
が
得
ら
れ
る
も
の
で
し
ょ
う

か
。
彼
ら
彼
女
ら
は
子
供
を
作
ら
な

い
、
つ
ま
り
「
生
産
性
」
が
な
い
の
で

す
。
そ
こ
に
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
が

果
た
し
て
い
い
の
か
ど
う
か
。
」

　

つ
ま
り
、①「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
カ
ッ
プ

ル
）は
子
ど
も
を
作
ら
な
い（
再
生

産
性
が
な
い
）」↓
②「
生
産
性
が
な

　
『
新
潮
４５
』は
十
月
号
で
主
に
杉

田
擁
護
の
論
者
に
よ
る
特
集
を
組

ん
で「
再
炎
上
」、
そ
の
後
休
刊
と

な
り
ま
し
た
。

　

杉
田
論
文
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
の

「
度
が
過
ぎ
る
」と
い
う
も
の
で
す

が
、
そ
れ
に
は
、
永
易
至
文
さ
ん

が
、
そ
も
そ
も「『
過
ぎ
る
』と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
L
G
B
T
支
援
が
あ
っ

た
の
か
？
」と
反
論
し
て
い
ま
す

（「
杉
田
議
員
の「
L
G
B
T
非
難
」

の
度
が
過
ぎ
る
」）。

　

こ
の
夏
は
、
杉
田
水
脈
衆
議
院

議
員
の「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
生
産
性
が
な

い
」が
大
き
な
波
紋
を
呼
び
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

杉
田
議
員
は
、
『
新
潮
４５
』
の
八

月
号
に
「
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
支
援
の
度
が

過
ぎ
る
」
を
寄
稿
。
内
容
は
ネ
ッ
ト

で
拡
散
さ
れ
、
ま
た
た
く
ま
に
「
炎

上
」
し
ま
し
た
。

　

当
事
者
団
体
と
し
て
は
、
七
月
二

十
三
日
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
連
合
会
」

が
抗
議
声
明
を
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解

増
進
会
」が「
重
大
な
懸
念
」の
緊
急

声
明
を
、
出
し
ま
し
た
。
七
月
二
十

七
日
、
東
京
の
自
民
党
本
部
前
に
、

五
千
人
が
抗
議
行
動
に
集
ま
り
ま

し
た
。
翌
二
十
八
日
に
は
大
阪
で
も

抗
議
行
動
が
。

中高年ＭＳＭと暮らし

杉
田
議
員
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
生
産
性
が
な
い
」

　

他
方
で
、
こ
う
し
た
抗
議
に
対

す
る
当
事
者
内
の
シ
ニ
カ
ル
な
目

線
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
ァ
グ
ク
ィ
ー
ン
の
ナ
ジ
ャ
・

グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
バ
さ
ん
は
、
Ｔ
Ｖ
番

組
で
、
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
属
し
て
る
人

間
か
ら
言
う
と
生
産
性
が
な
い
、
子
供

は
作
れ
な
い
。
で
も
不
妊
治
療
は
凄
い

お
金
が
か
か
る
、
そ
れ
を
先
に
や
っ
て

も
ら
っ
て
私
等
は
後
回
し
で
い
い
。
本

当
に
楽
し
い
か
ら
毎
日
。
だ
か
ら
も
っ

と
困
っ
て
る
人
等
を
優
先
し
て
も
ら
っ

て
い
い
っ
て
当
事
者
は
思
っ
て
る
人
が

多
い
と
思
う
。
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

更
に
ネ
ッ
ト
で
は
、
「
ボ
ク
は
日

本
に
住
ん
で
る
け
ど
幸
せ
で
す
。
挙

式
も
で
き
た
し
、
仕
事
も
あ
る
。
友

達
も
い
る
」
と
い
う
ゲ
イ
の
ツ
イ
ー

ト
に
賛
否
両
論
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
活
動
家

の
水
野
ひ
ば
り
さ
ん
は
、
こ
の
語

り
方
に
つ
い
て「
何
が
い
け
な
い
の

か
」を
論
じ
た
ブ
ロ
グ
で
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
が「
模
範
的
で
あ
ろ
う
」と

し
た
り
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
同
化
し

よ
う
と
す
る
こ
と
を「
モ
デ
ル
・
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
」と
呼
ん
で
分
析
し
て

分
裂
す
る
当
事
者
？

の
波
紋

①LGBT（カップル）は子どもを
　作らない（再生産性がない）。

②「生産性」がない。

③税金投入（施策）の必要性がない。

杉田氏の論法

作家プロフィール◉ばんじゃく
Twitter ID  @banjyaku
犬好きおじさん
Twitterで漫画「うなばらバタフライ」連載中

R40

・セックス
・生水
　（海水の一部）
・食べ物
　（生貝など）
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ヴァルター・シュピース
（画家／1895－1942）

偉人伝
知られざる

流
、
そ
し
て
彼
ら
の
、
西
洋
流
の
芸

術
に
浸
食
さ
れ
て
い
な
い
芸
能
に

心
を
奪
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
彼
の

心
の
な
か
に
培
わ
れ
た
西
洋
世
界

へ
の
違
和
感
と
、
非
西
洋
世
界
の

芸
能
や
社
会
へ
の
強
い
憧
れ
は
終

生
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
父
の
故
国
ド
イ
ツ
に
移

り
、
映
画
界
の
巨
匠
で
あ
っ
た
ム

ル
ナ
ウ
の
知
己
を
得
て
、
興
隆
期

に
あ
っ
た
映
画
界
に
も
足

を
踏
み
入
れ
た
ヴ
ァ
ル
タ

ー
だ
っ
た
が
、
西
洋
世
界

へ
の
拒
否
感
は
ま
す
ま
す

ひ
ど
く
な
っ
て
い
き
、
あ

る
程
度
貯
え
が
で
き
る

と
、
公
私
と
も
に
パ
ト
ロ

ン
で
あ
っ
た
ム
ル
ナ
ウ
を

説
得
し
、
行
先
も
は
っ
き

り
定
め
る
こ
と
な
く
イ
ン

れ
、
複
雑
な
リ
ズ
ム
を
口
で
刻
み

な
が
ら
サ
ル
の
大
群
を
演
じ
る
と

い
う
趣
向
の
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か

つ（
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
）ホ
モ
エ

ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
出
し
物
だ
が
、
こ

の
ダ
ン
ス
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
い

く
と
、
ひ
と
り
の
ド
イ
ツ
人
芸
術

家
に
行
き
当
た
る
。

　
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
シ
ュ
ピ
ー
ス
は

一
八
九
五
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
駐

在
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
大
商
人
レ

オ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ス
の
息
子
と
し

て
モ
ス
ク
ワ
に
生
ま
れ
た
。
何
不

自
由
な
い
環
境
の
も
と
で
音
楽
や

絵
画
の
才
能
を
育
ん
で
い
っ
た
ヴ

ァ
ル
タ
ー
少
年
だ
が
、
第
一
次
世

界
大
戦
が
勃
発
し
て
ロ
シ
ア
と
ド

イ
ツ
が
敵
国
同
士
と
な
る
と
収
容

所
送
り
と
な
り
、
遠
い
ウ
ラ
ル
山

脈
の
地
に
あ
る
収
容
所
で
数
年
間

過
ご
す
。
し
か
し
こ
の
時
に
経
験

し
た
中
央
ア
ジ
ア
遊
牧
民
と
の
交

　
バ
リ
島
の
魅
力
と
い
え
ば
ビ
ー

チ
、
ホ
テ
ル
、
自
然
、
バ
リ
ヒ
ン

ズ
ー
の
寺
院
、
絵
画
な
ど
枚
挙
の

い
と
ま
が
な
い
け
れ
ど
、
何
に
一

番
魅
か
れ
る
か
と
問
わ
れ
た
ら
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ガ
ム
ラ
ン
の
調

べ
と
と
も
に
演
じ
ら
れ
る
バ
リ
舞

踊
だ
と
答
え
た
い
。
バ
リ
舞
踊
と

一
口
に
い
っ
て
も
、
ガ
ボ
ー
ル
や
レ

ゴ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
宮
廷
舞
踊
の
流

れ
を
汲
む
も
の
、
ク
ビ
ヤ
ー
ル
・
ト

ロ
ン
ポ
ン
と
呼
ば
れ
る
、
伝
説
の

舞
踊
家
マ
リ
オ
が
始
め
た
創
作
舞

踊（
歌
舞
伎
の
女
形
の
芸
を
彷
彿
と

さ
せ
る
も
の
だ
）な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
バ
リ
島
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い

人
に
も
お
馴
染
み
な
の
が
ケ
チ
ャ

ダ
ン
ス
だ
ろ
う
。
数
十
人
の
、
上

半
身
裸
の
男
た
ち
が
二
手
に
分
か

ド
ネ
シ
ア
航
路
の
客
船
に
乗
り
込

む
。
一
九
二
三
年
八
月
、
か
れ
が

二
十
八
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

　
知
人
を
た
ど
っ
て
ジ
ャ
ワ
島
の

古
都
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
腰
を

落
ち
着
け
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
だ
っ
た

が
、
滞
在
中
に
幾
度
か
訪
れ
た
バ

リ
島
に
強
く
魅
か
れ
、
移
住
を
決

意
、
ウ
ブ
ド
ゥ
の
新
興
王
家
ス
カ

ワ
テ
ィ
家
の
知
遇
を
得
て
、
チ
ャ

ン
プ
ア
ン
渓
谷
に
あ
る
同
家
の
領

地
を
借
り
受
け
、
そ
こ
に
居
を
構

え
る
。
一
九
二
七
年
、
彼
が
三
十

二
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

　
お
り
し
も
オ
ラ
ン
ダ
総
督
府
は

そ
れ
ま
で
の
強
権
的
な
バ
リ
島
統

治
政
策
を
見
直
し
、
か
つ
て
島
の

各
地
を
統
治
し
て
い
た
八
つ
の
王

家
を
復
権
さ
せ
、
彼
ら
に
あ
る
程

度
の
自
治
権
を
認
め
る
政
策
へ
と

舵
を
切
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
環
境
の
も
と
、
シ
ュ
ピ
ー
ス
は

バ
リ
島
の
自
然
、
伝
統
的
な
絵
画
、

ガ
ム
ラ
ン
音
楽
、
舞
踊
な
ど
に
心

底
魅
了
さ
れ
な
が
ら
精
力
的
に
全

島
を
歩
き
、
知
遇
を
広
げ
、
対
話

を
深
め
、
瞬
く
間
に
全
島
の
文
化

を
そ
の
最
深
部
ま
で
知
る〝
バ
リ

島
文
化
人
〞と
な
っ
て
い
く
。
チ
ャ

ン
プ
ア
ン
渓
谷
の
彼
の
家
は
バ
リ

島
に
魅
せ
ら
れ
た
世
界
中
の
著
名

人
、
芸
術
家
、
観
光
客
の
た
ま
り

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
シ
ュ
ピ
ー
ス
―
バ
リ
島
芸
能
の
大
恩
人

文◉鬼塚哲郎
数年後の定年退職を待ち焦がれる大学教員。シュ
ピースはサンギアン・ドゥダリも写真に収めてい
て、彼がバリ島のコミュニティから全幅の信頼を
勝ち得ていたことがうかがえます。考えてみれ
ば、２０世紀の初めには小さなコミュニティにす
ぎなかったウブドゥがバリ島の文化首都的な位置
を獲得したのも、ひとえにシュピースとスカワテ
ィ家の協働によるものだったのでしょう。しかし
その協働作業は、ヨーロッパのホモフォビアの
文化と制度によって無残にも断ち切られてしま
う・・・この話は次号でお届けします。

場
と
化
し
て
い
く
の
だ
。

　
そ
の
な
か
に
ド
イ
ツ
の
若
手
の

映
画
監
督
フ
ォ
ン
・
プ
レ
ッ
セ
ン
が

い
た
。
バ
リ
島
を
舞
台
に
し
た
映

画『
悪
魔
の
島
』を
構
想
し
て
い
た

彼
は
ム
ル
ナ
ウ
を
通
じ
て
シ
ュ
ピ

ー
ス
に
現
地
で
の
調
整
役
を
依
頼
、

こ
れ
に
応
え
て
シ
ュ
ピ
ー
ス
の
出

し
た
ア
イ
デ
ア
が
ケ
チ
ャ
ダ
ン
ス

だ
っ
た
。
シ
ュ
ピ
ー
ス
は
こ
う
考

え
た
―
バ
リ
島
の
最
も
秘
儀
的
な

芸
能
に
サ
ン
ギ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ダ
リ

が
あ
る
。
こ
れ
は
男
性
コ
ー
ラ
ス

が
５
つ
の
リ
ズ
ム
を
紡
ぎ
だ
す

こ
と
で
独
特
の
グ
ル
ー
ヴ
が
生

じ
、
グ
ル
ー
ヴ
を
通
じ
て
神
が

少
女
二
人
に
憑
依
、
二
人
が
目

を
閉
じ
た
ま
ま
（
眠
っ
た
状
態

の
ま
ま
）
ま
っ
た
く
同
じ
振
り

を
踊
る
と
い
う
も
の
だ
。
し
か

し
こ
の
踊
り
は
バ
リ
・
ヒ
ン
ズ
ー

の
最
奥
部
に
位
置
す
る
も
の
で
あ

り
、
観
光
客
の
目
か
ら
守
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
こ

の
う
ち
の
男
性
コ
ー
ラ
ス
の
部
分

だ
け
を
取
り
出
し
、
こ
れ
に
ヒ
ン

ズ
ー
の
神
話
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
の
登

場
人
物
の
役（
猿
の
王
ハ
ヌ
マ
ン
の

手
下
の
猿
た
ち
）を
与
え
、
観
光
客

に
分
か
り
や
す
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

仕
立
て
上
げ
て
映
画
に
登
場
し
て

も
ら
お
う
…
…（
つ
づ
く
）
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第
9
回
！

第
9
回
！

て
い
る
と
渡
辺
さ
ん
。

　
迫
田
さ
ん
の
意
見
で
は
、
血
糖
値

が
高
い
方
は
糖
質
制
限
を
ベ
ー
ス
で

考
え
た
取
り
組
み
を
し
な
い
と
い
け

な
い
。
健
康
な
方
は
普
段
の
生
活

が
糖
質
に
よ
り
が
ち
に
な
る
の
は

間
違
い
な
い
と
思
う
の
で
少
し
気

に
し
て
い
た
だ
い
て
清
涼
飲
料
水

を
飲
み
す
ぎ
た
と
か
間
食
で
お
菓

子
を
食
べ
た
と
か

気
に
し
て
も
ら
う

だ
け
で
も
違
う
の

で
は
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
木
村
さ
ん
は
糖
質

が
中
心
の
食
生
活
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
、
糖
質
を
制

限
す
る
と
い
う
よ
り

も
た
ん
ぱ
く
質
を
と

る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
と
考
え
て
い

た
。
人
類
は
も
と
も
と
果
物
や
野
菜

も
食
べ
る
け
れ
ど
も
肉
や
魚
、
昆
虫

と
い
っ
た
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
肪
で
成

り
立
っ
て
い
る
も
の
を
主
に
食
べ
て

き
た
。
一
万
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
米
や

麦
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
糖
質
を

取
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
よ

う
な
人
間
の
体
に
糖
質
中
心
の
食

事
は
不
自
然
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
人
間
の
体
は
糖
質
中
心
の
食
事

に
は
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。

糖
質
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
て
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。

　
炭
水
化
物
は
体
を
作
ら
な
い
で
す

よ
ね
。
体
の
血
や
肉
と
な
る
の
は
た

ん
ぱ
く
質
、
調
子
を
整
え
る
も
の
は

野
菜
で
す
よ
ね
、
そ
れ
を
入
れ
る
こ

と
が
大
事
。
訪
問
看
護
の
訪
問
先
で

食
事
の
九
割
が
糖
質
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
卵
一
個
、
ウ
イ
ン
ナ
ー

一
本
に
で
も
替
え
て
頂
く
よ
う
に
し

　
炭
水
化
物
は
昔
か
ら
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
糖
質
は
最
近
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
炭
水

化
物
の
中
に
食
物
繊
維
と
糖
質
が
あ

っ
て
、
糖
質
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に

な
り
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
糖
質
を
制

限
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
糖
質
を
取

り
す
ぎ
る
と
血
管
の
中
に
糖
分
が

多
く
あ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ

の
状
態
が
続
く
と
糖
尿
病
に
な
っ

た
り
、
さ
ら
に
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
り
、
血
管
が
詰
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
渡
辺
さ
ん
よ
り
人
類
の
歴

史
か
ら
考
え
た
説
が
話
さ
れ
ま
し

回
を
重
ね
て
第
九
回
目
と
な
り
ま
し
た
南
界
堂
茶
会
。

九
月
十
七
日
に
「
中
高
年
世
代
♂
♂
と
食
事
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
法
円
坂
薬
局
管
理
薬
剤
師
迫
田
直
樹
さ
ん
、

管
理
栄
養
士
の
木
村
優
奈
さ
ん
。
昨
年
第
七
回
に
お
迎
え
し
ま
し
た

か
ら
ぁ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
渡
辺
匡
人
さ
ん
を
迎
え
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

中
高
年
世
代
　 

が

　
　
　 

語
り
合
う
会

る
そ
う
で
す
。
昼
食
を
コ
ン
ビ
ニ
で

買
う
よ
う
な
時
に
も
、
家
か
ら
ゆ
で

卵
や
卵
焼
き
だ
け
で
も
作
っ
て
持
っ

て
い
く
そ
う
で
す
。

　
会
場
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
上
が

り
ま
し
た
。
中
で
も
気
を
付
け
た
い

こ
と
と
し
て
、
食
事
の
時
間
に
よ
っ

て
気
を
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。・・・
夜
の
食
事
は
、
こ
の
後

寝
る
だ
け
な
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ

ま
り
消
費
し
な
い
の
で
糖
質
に
限

ら
ず
少
な
目
が
よ
い
、
と
い
う
意

見
も
。

　
糖
質
制
限
を
始
め
た
の
で
す
が
、

頑
張
り
が
効
か
な
く
な
っ
た
。
と
い

う
発
言
に
は
、
以
前
の
食
事
か
ら
糖

質
を
カ
ッ
ト
す
る
だ
け
だ
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
、
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
。

　
今
回
の
茶
会
、
ポ
ス
タ
ー
で
は
糖

質
制
限
や
減
塩
と
ど
う
つ
き
あ
う
か

と
告
知
し
ま
し
た
が
、
糖
質
の
話
が

ほ
と
ん
ど
に
な
り
ま
し
た
。
食
事
は

関
心
が
高
く
、
考
え
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
減
塩
は

ま
た
の
機
会
に
と
思
い
ま
す
。

2018年9月17日(月・祝)　17:30‐19:00
会場：コミュニティセンター dista
第9回テーマ「中高年世代♂♂と食事」
ゲスト
迫田直樹さん(法円坂薬局管理薬剤師)
木村優奈さん(法円坂薬局管理栄養士)
渡辺匡人さん(からぁ訪問看護ステーション)

そ
の
1
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海外男街通信

世界各国の男街を紹介するこのコーナー。
ミッフィーから大麻まで…

今回はアムステルダムからお届けします！！

 Amsterdam
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の
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
な
か
っ
た
の

で
大
変
な
事
だ
ら
け
で
し
た
。
お
店

の
知
名
度
を
上
げ
る
為
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
り

も
し
た
の
で
す
が
、
簡
単
に
メ
デ
ィ

ア
に
売
り
込
む
よ
う
な
流
れ
に
は

し
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。
ま
た
自

分
自
身
、
新
た
な
情
報
を
得
る

為
に
街
ブ
ラ
す
る
事
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

あ
の
居
心
地
の
良
か
っ
た
美
術
準

備
室
の
よ
う
な
空
間
に
し
た
い
と

心
掛
け
て
い
ま
す
。

M
：
確
か
に「
居
心
地
の
い
い
場
所
」

と
言
葉
に
す
る
の
は
簡
単
で
す
け

ど
、
実
際
に
ど
ん
な
事
を
さ
れ
て
き

た
ん
で
す
か
？

か
ば
：
ま
ず
お
店
を
作
る
事
か
ら
始

め
ま
し
た
。
お
店
の
内
装
は
す
べ
て

私
の
手
作
り
な
ん
で
す
。
漆
喰
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
壁
を
塗
り
ま
し
た

し
、
お
店
の
雰
囲
気
を
作
る
た
め
に

観
葉
植
物
も
た
く
さ
ん
育
て
て
ま

す
。
元
々
植
物
を
育
て
る
こ
と
・
手

入
れ
す
る
こ
と
も
大
好
き
だ
っ
た
の

で
、
趣
味
の
延
長
線
上
で
繫
が
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

M
：
他
に
は
？

か
ば
：
タ
コ
焼
き
や
お
鍋
パ
ー
テ

ィ
ー
、
夜
桜
を
見
る
会
、
花
火
大

会
な
ど
業
時
間
外
の
活
動
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
で
作
れ
ば
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で

き
て
た
く
さ
ん
食
べ
れ
る
」と
い
う

思
い
も
あ
り
、
そ
の
辺
り
は
ち
ゃ
っ

か
り
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

M
：
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
パ
テ

ィ
シ
エ
の
道
は
考
え
な
か
っ
た
の

で
す
か
？

か
ば
：
全
く
考
え
な
か
っ
た
訳
で
は

な
い
で
す
が
、
ケ
ー
キ
職
人
よ
り

も
や
は
り
人
と
接
す
る
仕
事
の
方

が
自
分
に
は
向
い
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
考
え
た
結
果
、
お

店
を
開
こ
う
か
と
…
。

M
：
実
際
に
お
店
を
開
い
て
み
て

ど
う
で
し
た
か
？

か
ば
：
接
客
の
経
験
は
あ
っ
た
も
の

M
A
S
H
大
阪（
以
下
M
）：
カ
フ
ェ

を
開
い
て
、
も
う
ど
れ
く
ら
い
に
な

り
ま
す
か
？

か
ば
：
十
一
月
で
九
年
目
に
突
入
し

ま
し
た
。

M
：
カ
フ
ェ
を
開
い
た
き
っ
か
け

は
？

か
ば
：
副
業
と
し
て
カ
フ
ェ
を
経
営

し
た
い
な
と
い
う
漠
然
と
し
た
思
い

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も

副
業
と
し
て
だ
っ
た
ん
で
す
。

M
：
と
い
う
と
？

か
ば
：
高
校
生
の
頃
、
知
り
合
い
の

喫
茶
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
、
珈

琲
の
専
門
店
で
働
い
た
り
、
ワ
イ
ン

に
興
味
を
持
ち
北
新
地
の
バ
ー
で
働

い
た
り
し
た
の
で
す
が
、
自
分
は
接

客
業
が
好
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

意
識
し
始
め
ま
し
た
。
で
も
高
校
時

代
、
僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
真

面
目
な
タ
イ
プ
で
、
授
業
を
さ
ぼ
っ

て
は
美
術
準
備
室
に
入
り
浸
り
、
何

も
考
え
ず
ボ
ケ
ー
っ
と
過
ご
す
事
が

多
か
っ
た
。

M
：
高
校
卒
業
後
は
？

か
ば
：
昔
か
ら
お
菓
子
作
り
が
好
き

だ
っ
た
の
で
製
菓
の
専
門
学
校
で
一

年
間
洋
菓
子
作
り
を
学
び
ま
し
た
。

　
国
際
エ
イ
ズ
会
議
に
参
加
す
る

為
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
時
期

的
に
近
隣
諸
国
で
も
プ
ラ
イ
ド
パ

レ
ー
ド
だ
っ
た
り
、
ゲ
イ
ゲ
ー
ム

ズ（
セ
ク
マ
イ
の
五
輪
）開
催
直
前

だ
っ
た
り
、
欧
州
の
夏
は
セ
ク
マ

イ
祭
り
で
華
や
か
。

　
売
買
春
、
同
性
婚
等
、
性
に

つ
い
て
も
合
法
ル
ネ
サ
ン
ス
の

よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
で
す
が
、
野

放
図
な
空
気
は
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
普
段
か
ら
街
の
そ
こ
か
し
こ
に

虹
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

閑
静
な
街
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
軒
先

に
も
無
料
の
ゲ
イ
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ

が
あ
っ
た
り
。

大
阪
の
御
堂
筋
の
よ
う
な
大
通
り

に
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
も
あ
り
ま
す
。

　
会
議
場
の
外
に
は「
b
y
e  

b
y
e  

s
t
i
g
m
a（
バ
イ
バ

イ
、
偏
見
）」と
飾
ら
れ
て
お
り
、

社
会
全
体
へ
偏
見
か
ら
解
放
を
語

り
か
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
ア
ム
ス
中
央
駅
近
く
の
青
少
年

科
学
館
の
よ
う
な
場
所

（
S
c
i
e
n
c
e  

c
e
n
t
e
r  

N
E
M
O
）で
は
、
性
教
育
の
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
階
の
半
分
を
割
い
て

ま
す
。
生
殖
や
体
の
構
造
的
な
解

説
は
勿
論
、
第
二
次
性
徴
を
ポ
ッ

プ
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
展
示
し

た
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
様
々
な
見

て
触
っ
て
踊
っ
て
と
体
感
的
に
学

べ
る
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
デ

ィ
ー
プ
キ
ス
を
腕
で
シ
ュ
ミ
レ
ー

ト
出
来
る
ミ
ト
ン
の
遊
具
で
は
親

子
が
キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
に
も
欲
し

い
施
設
で
す
。

 

お
仕
着
せ
の
知
識
や
思
考
で
な

く
、
血
肉
と
な
り
得
る
よ
う
な
方

法
を
試
行
錯
誤
し
て
い
る
事
に
感

じ
入
り
ま
し
た
。

　
ベ
ル
リ
ン
と
ア
ム
ス
で
の
プ
ラ

イ
ド
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
ア
ム
ス
に
至
っ
て
は
フ
ロ
ー

ト
の
船（
フ
ロ
ー
ト
は
地
上
で
な

く
運
河
を
行
く
）に
も
乗
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ

ー
団
体
の
船
で
す
。

　
ベ
ル
リ
ン
で
は
開
始
前
の
会
場

近
く
、
大
き
な
テ
ラ
ス
カ
フ
ェ
の

横
で
年
輩
の
男
性
と
思
し
き
グ
ル

ー
プ
が
全
裸
に
ペ
イ
ン
ト
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。
黙
々
と
真
顔
で
。

　
か
と
思
い
き
や「
犬
に
な
り
た

い
」フ
ロ
ー
ト
ま
で
あ
り
、
犬
の

着
ぐ
る
み
を
着
た
人
ら
が
酷
暑
の

中
神
妙
な
眼
差
し
で
荷
車
を
引
い

て
い
た
り
。

　
終
着
点
の
広
場
で
は
屋
台
や
ダ

ン
ス
会
場
に
混
じ
り
バ
ン
ジ
ー
ジ

ャ
ン
プ
ま
で
…
。
共
生
の
行
く
末

は
果
て
し
な
い
。
さ
す
が
ミ
ヒ
ャ

エ
ル
・
エ
ン
デ
を
生
ん
だ
国
で
す
。

　
ア
ム
ス
の
パ
レ
ー
ド
で
は
性
器

露
出
は
N
G
。
で
も
ト
ッ
プ
レ
ス

は
O
K
。
そ
こ
に
性
別
の
記
載
は

堂
山
か
ら
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
野
崎
町
。
住
宅
や
会
社
、
専
門
学
校
が
混
在
す
る
こ
の
エ
リ
ア
で
、

カ
フ
ェ
営
業
を
メ
イ
ン
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
も
人
気
の「
U-

c
a
f
é
」を
営
む
か
ば
ち
ゃ
ん
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

気
軽
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、

表
現
活
動
も
O
K
な
魅
惑
ス
ポ
ッ
ト

アムステルダムの街

byebye Stigmaの提示

文・写真◉げいまきまき
元セックスワーカー、パフォーマー、
distaのスタッフ、セックスワーカーの
安全と健康を応援するSWASHに所属。
性(Sex)と労働(Work)をめぐって現場で
蓄積されてきた知をもとに、セックス
ワーク研究を切り開くはじまりの一冊
「セックスワーク・スタディーズ　当事
者視点で考える性と労働」(日本評論社)
でも執筆しています。

お
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に「
情
報
交

換
ノ
ー
ト
」を
置
い
て
い
る
の
で
、

そ
の
ノ
ー
ト
や
S
N
S
を
用
い
て

声
か
け
を
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

M
：
お
店
が
そ
の
ま
ま
宴
会
場
に
変

わ
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
の
強
み

で
す
ね
。

か
ば
：
お
店
を
し
て
い
る
と
い
ろ
ん

な
繋
が
り
が
出
て
く
る
ん
で
す
け

ど
、
最
近
で
は
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
先

生
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
常
連
の
お
客
様
に
声
を
掛

け
、
月
に
一
回
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
す
が
に
こ

れ
ば
か
り
は
お
店
で
は
無
理
な
の

で
、
ス
タ
ジ
オ
を
お
借
り
し
、
ス
タ

ジ
オ
代
は
参
加
者
で
割
り
勘
と
い

う
、
店
外
サ
ー
ク
ル
活
動
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
始
ま
っ
て
二-

三
回
で
す
か
毎
回
十
人
前
後
の
お
客

さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

M
：
な
か
な
か
面
白
い
ハ
ッ
テ
ン
で

す
ね
。
最
近
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

展
示
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で

す
ね
。

か
ば
：
元
々
近
く
に
あ
る
専
門
学
校

の
学
生
さ
ん
の
作
品
を
飾
っ
た
り
は

し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年
は

ゲ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
人
気
の

あ
る
方
々
の
作
品
展
や
ゲ
イ
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
を
撮
影
し
た
写
真
展
、

六
尺
展
な
ど
多
彩
な
内
容
の
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

M
：
六
尺
展
？！

か
ば
：
そ
う
。
六
尺
展
。
こ
の
話
を

持
ち
か
け
ら
れ
た
時
は「
実
際
に
ど

ん
な
風
に
な
る
ん
だ
ろ
う
？！
」と
い

う
疑
問
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す

寛
容
を
裏
打
ち
す
る
も
の

自
由
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず

淡
々
と
裸

ド
レ
ス
コ
ー
ド
も

e
q
u
a
l
i
t
y

無
く
、
私
は
ト
ッ
プ
レ
ス
で
口
紅

で
赤
い
傘
を
胸
と
お
腹
に
か
け
て

描
い
た
の
で
す
が
、
無
問
題
ど
こ

ろ
か
岸
か
ら
見
て
い
た
多
く
の

人
々
か
ら
サ
ム
ズ
ア
ッ
プ
を
沢
山

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ム
ス
滞
在
中
に
ゲ
イ
の
元
セ

ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
で
現
在
は
セ
ッ

ク
ス
ワ
ー
カ
ー
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
就
い
て
い
る
人
の
お
家

に
も
訪
問
し
ま
し
た
。
パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
お
手
製
の
料
理
を
ご
馳
走

に
な
り
な
が
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

前
で
も
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
で
あ

っ
た
話
が
出
来
る
。
セ
ッ
ク
ス
ワ

ー
ク
も
同
性
愛
者
で
あ
る
事
も
個

人
の
側
面
や
人
生
の
一
部
と
し
て

活
か
し
た
り
楽
し
め
る
事
に
心
の

中
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
し
た
。

　
奇
し
く
も
渡
欧
中
、
日
本
で
は

杉
田
水
脈
議
員
の「
同
性
愛
者
に

は
生
産
性
が
な
い
」発
言
が
取
り

沙
汰
さ
れ
た
頃
で
し
た
。
違
う
人

間
同
士
が
な
る
べ
く
公
正
に
共
生

す
る
社
会
の
為
に
試
行
錯
誤（
失

敗
や
誤
り
も
含
め
て
）を
重
ね
て

き
た
歴
史
の
上
で
の
虹
色
の
旗
の

街
を
歩
き
な
が
ら
、
あ
ん
な
発
言

は
間
違
っ
て
い
る
と
証
言
が
出
来

る
将
来
は
日
本
で
も
必
ず
作
れ

る
と
い
う
自
信
だ
け
は
体
感
し
、

持
ち
帰
っ
て
き
た
の
で
自
信
補
給

係
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

が
、
主
催
者
さ
ん
が
カ
フ
ェ
と
い
う

雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
展
示
し

て
下
さ
っ
て
ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ボ
ー
の

展
開
に
な
り
ま
し
た
。
六
尺
と
い
っ

て
も
デ
ザ
イ
ン
は
様
々
な
の
で
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
の
よ
う
に
飾
る
と
何

の
違
和
感
も
な
い
ん
で
す
。
一
度

開
催
し
て
み
れ
ば
自
分
の
中
で
も

雰
囲
気
は
掴
め
た
の
で
、
今
年
二

回
目
の
開
催
に
至
っ
て
い
ま
す
。

M
：
と
い
う
事
は
展
覧
会
は
ほ
と

ん
ど
が
持
ち
込
み
企
画
と
い
う
事

で
す
か
？

か
ば
：
そ
う
で
す
ね
。
自
分
か
ら
展

覧
会
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
訳

で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
お
客
さ
ん
か

ら「
展
覧
会
を
し
た
い
」と
い
う
申
し

出
を
頂
い
て
、
一
度
や
る
と「
じ
ゃ

あ
私
も
！
」と
手
を
挙
げ
て
下
さ

る
方
が
続
い
た
感
じ
な
ん
で
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
と
ら
わ
れ

ず
多
彩
な
事
が
出
来
る
の
も
こ
の

お
店
な
ら
で
は
か
な
と
思
い
ま
す
。

六
尺
展
を
開
催
し
て
い
て
も
普
通

に
女
性
の
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
し
、
そ
れ
で
成
り
立
っ
て

い
る
の
が
こ
の
お
店
の
強
み
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

M
：
今
現
在
の
企
み
な
ど
は
？

か
ば
：
今
は
続
け
る
事
へ
の
挑
戦
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
店
を

や
っ
て
い
る
と
い
ろ
ん
な
事
が
起
こ

り
ま
す
。「
次
は
ど
ん
な
化
学
反
応
が

起
こ
る
ん
だ
ろ
う
？！
」そ
う
思
い
な

が
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
自
分
が
い

ま
す
。

M
：
楽
し
い
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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